
関東農政局東京都拠点交渉（全農林労働組合東京農政分会） 

 

議 事 要 旨 

                                                         
１．開催日時：令和５年１月３１日（火）１２：３０～１２：４０ 

２．開催場所：東京都拠点ミーティングルーム（東雲合同庁舎２Ｆ） 

３．出 席 者： 

 関東農政局東京都拠点 直井 芳男 地方参事官（東京都担当） 

      同     森﨑 寛  総括農政推進官（総括・管理）       

同     木下 純子 主任農政推進官（管理） 

      同     林  貴子  農政推進官 

 

 全農林労働組合東京農政分会 近藤 雅方 委員長 

               新道 秀明 書記長 

               島﨑 由起夫 財政部長 

            

４．議  題： 

  労働諸条件の改善について外 

  （全農林労働組合東京農政分会提出 別添「要求書」） 

 

５．議事概要： 

                        

○  木下主任農政推進官 

全農林東京要求第 1 号に基づき交渉を開始します。 

本日の交渉に先立ちまして、国家公務員法第１０８条の５の規定に基づ

く、予備交渉の段階で取り決めました事項について報告します。 

 要求事項のうち交渉対象とする事項につきましては、「Ⅰ  労働諸条件の

改善について」１～９についての一部、管理運営事項を除いた事項になりま

す。「Ⅱ  福利厚生施策の充実について」の一部、管理運営事項を除いた事項

になります。「Ⅲ  人事評価制度について」です。  
 それ以外の事項につきましては、要望事項として承るとの整理をいたしま

したが、職員団体から交渉については、 I の労働諸条件の改善についての超

過勤務に関わる事項の１についてのみ行いたいとの要望があったことを前

提としまして交渉を行いたいと思います。  
 

それでは、直井地方参事官から回答をお願いします。  
 

○  直井地方参事官 

私の方から要求書のⅠの労働諸条件の改善についての１について回答さ

せていただきます。  



  
職員が健康を維持し、仕事と家庭の両立を図り豊かな生活を実現する上で、

超過勤務の縮減は重要な課題であると認識しております。  
超過勤務を縮減するためには、業務の効率化や見直しを進めるとともに、

必要な超過勤務については、管理職がその必要性を判断した上で、適切に命

令を発するよう指導しているところです。  
 
 具体的には超過勤務縮減対策といたしまして、毎週水曜日と金曜日、俸給

日及び毎月２２日（いきいきパートナーシップの日）につきまして定時退庁

日として取り組むとともに、その中でも事前命令の確認を徹底してきている

ところです。  
 

毎月の超過勤務実績につきましては、チーム毎、個人毎に把握しており長

時間の超過勤務が発生していないか、一部の職員に超過勤務が偏っていない

か等のチェックを十分行っております。  
 該当する職員が見受けられた場合には、チーム内でのフォロー体制を整え

ること及び必ず一定の休息時間が取れるよう考えています。  
 
 なお、２０１９年度から、働き方改革に基づく超過勤務の上限等の措置が

実施され、より厳格な勤務時間管理が求められており、引き続き実効性のあ

る縮減対策に取り組み、超過勤務の縮減を図って参ります。  
 

私からの回答は以上となります。  
 
〇近藤委員長 

ありがとうござました。今後ともぜひ管理職の皆様にはご苦労を掛けると

思いますけれど引き続きのご対応をよろしくお願いします。  
 

〇直井地方参事官 

 こちらこそ、よろしくお願いします。 

 

○木下主任農政推進官 

それでは、本日の交渉を以上で終了します。 

 
                              ― 以上 ―  






